
ご署名：

ご確認日 　　20　　　　年　　　　月　　　　日

　筑波山より南側　高度1,500m以下

XC証を持っています。

・飛行禁止エリア・高度制限エリアに進入した場合、エリア管理者の判断で次回以降のフライトをお断りする場合が
あります。その際周辺エリアと情報を共有する場合があります。

▼XCに出る方はご確認ください。

位置共有ツールがある方はIDを記入してください。

私は、上記及び裏面の事項を確認・理解しこれに同意します。

【サービス：NauNau、ココヘリ、インリーチ、SPOT、ID：　　　　　　　         　　　　　　　　　　        　】

AirspaceファイルをGPSに設定済みです。

八郷盆地の外をフライトする場合、本Airspaceファイルを必ずGPSに設定し警告アラームが鳴るようにした上、
Airspaceを順守しフライトします。
※ファイルは、ソラトピアHP(http://soratopia.jp/ソラトピアairspaceルール/)よりタウンロード出来ます。

・このルールは、安全を保障するものではありません。

・1年ごとに確認書を記入してください。

・航空機の進入路や高度の変更等があった場合は確認書を更新します。再度、確認書を記入してください。

ソラトピアAirspaceルール確認書

本Airspace ルールを順守しフライトします。

・ フライト高度：

▼パイロット・スクール生

・ フライト範囲：八郷盆地内
　※スクール生は、各技能証の範囲に準ずる。

2019年7月より、エリア周辺が羽田空港に着陸する航空機の飛行経路になりました。

航空機とのニアミスを避けエリアの自由飛行を守るため、八郷周辺の7つのスカイスポーツ団体で
協議し、Airspaceを設けました。

内容をご理解いただいた上、 各項目の     への✔チェック及び署名をお願いいたします。

エリア管理者からフライトログの提出を求められた場合、速やかに提出します。

　筑波山より北側　高度1,700m以下

↪裏面もご記入ください
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②

①

②

③

必ずＬＤスタッフと無線でベルトチェックを行ってください。

①

②

③

④

【１】

【２】

緊急時に連絡が付く連絡先を記入してください。
続柄： 電話番号：お名前：

スタッフは【１】速やかに不時着の指示を行います。ただし、体・命の安全を保障するものではありません。

ソラトピアクロスチェックルール確認書

レッグベルト着け忘れの重大事故が起きています。
この事故はいくつかのヒューマンエラーが重なって起き、即、致命的な事故になってしまいます。
油断せずしっかり対策を確認し、事故防止に努めましょう。
内容をご理解いただいた上、 各項目の     への✔チェック及び裏面の署名をお願いいたします。

▼スクール生

▼パイロット証以上

必ず(手で触って)セルフチェック

TOスタッフとのクロスチェックを推奨しますが、最低限以下のチェックを行ってください。

必ず(手で触って)セルフチェック

必ず以下の手順でチェックを行います。

必ず以下の手順でチェックを行います。

必ずTOスタッフとクロスチェック　※必ずベルトを触ってクロスチェックしてください。

緊急連絡先確認

　　※必ず他者に見えるようにレックベルトを触ってベルトチェックしてください。

※テイクオフにスタッフもしくはパイロットがいない場合

　　※『無線チェックお願いします。』とは言わないでください。

　　　　パイロットもスタッフも”レッグベルトを確認した”と勘違いする原因になります。

必ず以下の手順でチェックを行います。

必ず(手で触って)セルフチェック

無線発信『南TO、〇〇です。ベルトチェックOKです。』　→　TOスタッフからの無線受信

逆上がりによる回復法を試みる場合、対地高度が大きくなりその後の【1】は難しくなる可能性が高いです。

ＬＤスタッフに無線発信『南TOです。〇〇です。ベルトチェックお願いします。』

逆上がりによる回復法

姿勢によっては不可能な場合もあります。

必ずシミュレーターで練習してください。
シミュレーターでは出来た方でもパニック状態で出来るかはわかりません。

【レックベルト着け忘れてしまった場合】

怪我の可能性は高いですが木からの落下ですみ、命は助かる可能性があります。

着け忘れでの飛行時間は、過去の事例をみると3分程度が筋力的に限界のようです。
ソラトピアはぶっ飛びで約６分です。

速やかな対処が必要です。

速やかに片側のブレークコードを引いて、木などに不時着を試みる。

下記の内容を理解しました。

速やかに不時着

無線受信・ベルトチェック：LDスタッフ『今一度手で触ってベルトが閉まっていることを確認してください。』

無線発信『ベルト触って確認しました。OKです。』

必ずTOスタッフもしくはパイロットとベルトチェック


